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７月例会のご報告 

7月例会は、7月 12日（日）１３時～ 「静岡市番町市民活動センター 」で開催しました。 

参加者 17家族、18名 

 

◇準備会 １０時～ 

もうすぐ梅雨明けとなり、アジサイから朝顔の季節となりますね。毎日起こってくることに重苦しく暗い

見方におちいりそうになる時もありますが、家族会では明るさやユーモアを取り入れていきたいです。そ

していっぷくして、落ち着いたら、提供されている様々なものが新たな形でみえてくるかもしれません。 

 

◇連続学習会 

       テーマ：「今より一歩前へ 安心して踏み出せるための支援」 

       講師 ： 久米 典子 氏  K-LINK 代表 

 

＊今はその状況になくても、先々のため支援機関の情報は得たいという、いっぷく会会員の声にお応えい

ただきました。 

 

ひきこもり支援の対象者と目指す姿 

 

（１）ひきこもり支援対象者の考え方 

対象者：社会的に孤立し、孤独を感じている、生きづらさを抱えている状態の人 

     何らかの生きづらさを抱え、生活上の困難を感じている状態にある人 

  交流 ：家族を含む他者との交流が限定的（希薄）であり、支援を必要とする状態 

  支援を必要とする状態にある：本人、家族が支援を求めている場合だけでなく、声を出せない状態 

の潜在的なニーズも確認する。 

 

（２）ひきこもり支援の目指す姿 

本人のペースに合わせながら、本人やその家族が、自らの意思により、自身が目指す生き方や、 

社会との関わり方を決めていくことができる（自立ではなく自律）ようになることを目標とした。 

 

 自律 ：「自身を肯定し、主体的な決定ができる状態」のことを指す 

人間観：人として尊厳ある存在として理解する 

  支援観：本人の意思を尊重する 

  社会観：社会の在り方を問う 

 

・支援者としての姿勢、留意点、支援のポイント 

・精神科デイ・ケア等の概要 

 

 

い っ ぷ く 会 便 り 

本会の活動は「赤い羽根共同募金」の助成を受けて運営しています 
 

<８月号>  令和８年８月 1日 発行  

KHJ静岡県いっぷく会（NPO法人全国ひきこもり家族会連合会静岡県支部） 

会長 中村 彰男               「いっぷく会」のホームページ http://ippukukai.com 
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福祉サービスの利用について 

 

対象者：障害手帳があるか、診断名がある方 

 

（１）相談 

  市区町村の障害福祉担当窓口か、障害者相談支援事業所に「こんなことで困っている」と相談する。 

手帳がなくても相談可能。どのサービスが合いそうか、どんな手続きが必要かを教えてもらえる。 

 

（２）申請 

市区町村の窓口で「障害福祉サービスを使いたい」という申請をする 

 

（３）福祉的就労 

 ・就労移行支援事業所、就労継続支援 A型事業所、就労継続支援 B型事業所について 

 ・障害者雇用率制度について 

 

（４）支援サービス 

 ・居場所、県内の地域若者サポートステーションの案内 

・ひきこもり支援ステーション事業、ひきこもりサポート事業の案内 

 

 

◇グループ別話し合い  

 

皆様からの感想です。 

 

・先生の障害者手帳等のお話をくわしくお聞きできてよかったです。自分が今まで外部につながれなかっ 

た（息子をつなげてあげられなかった）のが何故だか、わかった気がします。あぜらず、やっていこ 

うと思います。 

・いろいろな支援のお話、ありがとうございました。一人ひとり、ケースが違うと思うので、良い出会、

本人の成長がうまく重なるといいなと思いました。 

・実例を多く話していただき、久米先生のように当事者に声かけしてくだされば、どんなにいいかと聴か

せていただきました。ありがとうございました。 

 

・「みんなで話し合い」のテーマがあった方が話しやすいと思います。 

・「自律」できるようにサポートしていくうえで声かけやタイミングがなかなかむずかしいと思いました。

生活力をつけることの大切さ、必要性を改めて感じました。 

・ハローワークで、障害者・発達障害者のサポートがあることを知ることができました。 

 自分では、今まで知りえなかった支援情報を得る事ができました。 

 

・ありし日の桝田宏子先生をほうふつしました。数多くの当事者、家族、企業のご経験がおありだと感じ

ました。また学習会に来てほしいです。 

・グループ別話し合いで、発達障害と就労について、具体的に諸々教えてもらえて、よかったです。 

・支援機関に出向くことは、親にとっても、まして当事者にとっては、とてもハードルが高いことです。

だから、今回のように、支援者サイドの人からお声かけされると、ハードルが下がり、出向きやすい感

があります。 
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中部地区会のご報告  
 
７月２６日（日） １３：３０～１６：３０ あざれあ 茶室 

参加者は、会員４名、心理師会から久米典子先生 

７月の学習会の「支援」についての、続きの話をしました。「支援のこと」は難しく、敷居も高く感じて、

支援機関に出向く事も勇気がいります。今回の地区会では、学習会とは一味違う気楽な、ざっくばらんな

雰囲気で、支援者サイド側とお話できました。また親亡き後の事、お金、住居、税金、諸手続きのことが

話題にもなったおしゃべり会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 ：令和８年９月１３日（日） 13：00 ～ 16：00  (受付 12:45～)   

会場 ：静岡市番町市民活動センター ２F  大会議室 

◆連続学習会  

「家族会の今後を考える」 

     ＜講師＞ 田口 ゆりえ氏 

KHJ全国ひきこもり家族会連合会 監事 

               KHJ埼玉けやきの会家族会 代表 
 

いっぷく会は、互いに支えあう家族会として 20年以上の歴史があり、家族や本人の安全 

基地、心の居場所であり続けています。これからの家族会が地域で共に生きていく未来を 

考えたいと思います。 

９月例会のお知らせ 

                             （次回例会までの予定などをお知らせしています） 

◇会員交流の場「地区会」 
 
・中部地区 ９月２７日（日）１３：３０ ～ １６：３０ 

       静岡県男女共同参画センター「あざれあ」茶室   

参加心理師 前原真弓 氏  （予約無、出入り時間自由） 
 

・東部地区：８月 23日（日）13：30～16：30  

富士駅南まちづくりセンター１階会議室１ 

予約不要、遅れて参加するときだけ味岡に連絡ください。 

公認心理師協会から山本さんが参加する予定です。 
 

◇公認心理師協会の個別相談 
 
・東部地区：９月 19日（土）①13：30～と②15：00～16：30  

富士市フィランセ東館２階介護相談室 

カウンセラーは公認心理師の江口さんです。 

希望者は味岡まで、電話かショートメールで 090-9223-2873 

お知らせコーナー 

 

 
2026年度支援者研修会「ひきこもりの事例から学ぶ研修会」を開催します 

 
【2026年 8月度より毎月開催(全 7回シリーズ）】 

ひきこもりの事例から学ぶ研修会 

家族会のひきこもり事例から、ひきこもり本人・家族への対応を学びます 

詳しいパンフレットがあります！！ 
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《会長一言》 

またまた熊本である。震度７など聞いただけでも身震いするのに、今回はその瞬間の映像が繰り返し

流れていて、恐ろしさがリアルに迫ってきます。スマホ、防犯カメラ、特にドラレコからの動画は凄

まじい。この国に生まれたからには、何処に居ようとも地震に襲われることは避け得ない。自宅を主

に備えを積み重ねていくしか策はありません。ご当地でひきこもりの子供を抱えた家族の状況は如何

だったのでしょうか？熊本には KHJの支部がありませんので情報が入って来ませんが、県は１６７万

の人口からして数千人規模で存在するはずです。 

KHJの佐々木共同代表は、東日本大震災の時に津波で奥さんとひきこもりの次男を失いました。その

時の経緯は広く知られているところです。彼は失意のどん底から立ち直り、流された自宅の跡地に「虹

っ子の家」を新築して福祉活動に汗を流しています。私たちは微力でも被災地に支援の手を差し延べ、

同時に思いつく限りの備えを即始めましょう。 

 

 

 
 

赤い羽根共同募金街頭キャンペーンへの参加をお願いしま～す！ 
 
１０月１日より全国一斉に募金運動が始まります。例年、いっぷく会からも街頭キャンペ

ーンに参加していますが、今年は皆様のご協力をお願いしたいと思います。 

・１０月上旬から中旬の土、日曜日 １時間ほど 

・ＪＲ駅地下や青葉公園 

・３名 
 
ご参加くださる方は奥田まで連絡ください。 

（ちなみにいっぷく会では年４０万円余の援助をいただき、学習会の講師謝礼や交通費、

用紙、インク代等の文具費、会場費、郵送料等に使用しています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

いっぷく会は、会員制で会員の会費で運営されています。会員以外の方もご参加されることは大いに歓迎してい

ますが、その場合は参加費を一回1000円負担して頂いています。ただし初回は体験として無料で参加いただけ

ます。そして年会費8000円（年度途中での加入は月割額700円）で、加入していただければその後の参加費は

無料です。詳しくは事務局まで問い合わせ下さい。 

事務局 E-mail：ippuku-kai@outlook.jp 電話 090-6081-0766 

       

 

 
オヤジの会  

８/１６（日）14時～ 
父親どうし本音で語り合いましょう 

愚痴、ボヤキも結構 

 
Gカウンセリング  
９/２０（日）13時～ 

少人数の家族同士でカウンセラー 

中心に語り合いましょう 

 
CRAFT勉強会  

９/１（火）14時～ 
親子関係改善のためにコミュニケーション
の方法を親が身につけていきましょう 


